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指定されたテーマでの
発表の前に・・・

• データロガーシステムに１ｃｈ追加。

– ４台の検出器すべてで重量測定。



















• １１月１８日の停電時に電源投入の順序を
間違え、復帰までに三週間近くを要してし
まった。

– 停電からの復帰指示マニュアルの不備



共同利用研究費の申請と
採択状況

• 1999年度

– 申請額 １，３１５千円；採択額０千円、

旅費??千円

• テーマの重要性は認められたが予算的裏付けなし。

• 2000年度

– 申請額１，３１５千円；採択額８５０千円、

旅費８０千円

• 微弱放射性測定施設の運用に関連し，ラドン濃度の計測が重要である。微弱放射性測定施設の共同利用を認める。

• 2001年度

– 申請額 ３９７千円；採択額３５０千円、

旅費３０千円

• 柏地下実験室の環境モニターの整備として実施してください。

• 2002年度

– 申請額 ７０千円；採択額 ７０千円、

旅費 １００千円

• 柏地下実験室の環境モニターの整備として実施してください。

• 2003年度

– 申請額 ７００千円；採択額 ６００千円

旅費 １００千円

• 柏地下実験室の環境モニターの整備として実施してください。

• 2004年度

– 申請額 ；採択額 １６００千円 旅費 １００千円

– 柏地下実験室の環境モニターの整備として実施してください。

• ２００５年度

– 申請額 １８００千円； 採択額 ８６０千円 旅費 ７０千円

• ２００６年度

• － 申請額 １８００千円； 採択額 ２５０千円 旅費 ５０千円



– ²¹ºPbは半減期22.3年、⁷Beは半減期53.3日の天然
放射性核種で、大気中に存在し、エアロゾルに付着し
て輸送される。

– ²¹ºPbはウラン系列に属し、岩石中の²³⁸Uから放射壊
変により希ガスの²²²Rnを経て生成される。
➪岩石、土壌起源物質のトレーサー

– ⁷Beは成層圏や上部対流圏の大気物質が、宇宙線
と反応して生成される。
➪大気、大気中物質輸送のトレーサー

はじめに
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210Pb
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大気成分と
の破砕反応

7Be
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研究の目的と概要

• 天然放射性核種の降下量に影響を及ぼす
黄砂や大気汚染物質等の挙動を明らかに
するために、近年エアロゾル研究の重要性
が高まっている。

• エアロゾル輸送研究は、長期間に渡り継続
的に観測をする必要がある。

⇓ この研究では、
東京都港区（東京海洋大５号館屋上）にお
いて、発生起源や過程が異なる²¹ºPbと⁷Be
の降下量の観測を雨水回収によって約２週
間毎に行い、その季節変動と要因を探る。



方法

イオン交換カラム(Powdex樹脂)

大型水盤(有効面積0.2m2)を屋上に設置

測定試料

Ge半導体検出器γ線測定





分析方法

• A(t) = cps/回収率/放出率/検出効率

放出率：210Ｐｂ = 4.25% 7Be = 10.5%

検出効率：210Pb = 2.17% 7Be = 2.66%

• 半減期補正 ：7Beのみ

A(0)=A(t)/exp(-λt)  λ=ln2/53.3day

• 測定した値からもとめた核種の放射能を、有

効面積と観測日数で割ったdeposition flux

(Bq/m²/day)と、降水中濃度(Bq/L)によって、

季節変動と、²¹ºPbと⁷Beの比較を行った。
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黄砂とは



Be-7
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 Pbの降水中濃度
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結論

• 東京での²¹ºPbと⁷Beの観測では、降下量と降水中濃
度に顕著な季節変動は見られなかった。

⇛ 太平洋側は大陸との間に山脈や距離があり、また
小笠原気団の影響を受けているため、大陸の影響を
受けにくい可能性

⇛ 季節変動より、降水量による変動が大きい可能性
• 春、²¹ºPbにピークが見られた。
⇛黄砂が影響している可能性

⇓ 今回の研究では観測期
間が短くデータが足りず、確実な結果を得ることがで
きなかった。今後は太陽活動の周期や黄砂飛来量
等の要素の検討も含め、さらに長期間・広範囲での
観測を続け、これらの推察を確認していきたい。
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